
 

 

  

  

  

九州最大級の方形周溝墓一部損壊！ 
市計画の「遺跡広場」1.5メートルも掘削！ 
ー北九州市の杜撰な保護管理と開発業者による破壊は許されないー 

九州最大級の方形周溝墓が発見された西エリアの造成工事が2/14に開始され、当会の会員が「遺

跡広場」(市有地)の掘削面に方形周溝墓を埋め戻した砂が露出していることを発見。2/24に会員と

ともに確認した市民が市に通報、市の担当者が現地調査の結果、開発業者による造成工事に伴う掘

削を確認しました。 

3/7の毎日新聞朝刊に｢周溝墓埋蔵部分を掘削｣の記事が掲載され、同日午後に市の文化企画課は

｢埋蔵文化財(城野遺跡)の一部損壊について｣のコメントを発表しました。翌日、大手新聞社４社全

紙が「城野遺跡方形周溝墓一部損壊」の記事を載せました。 

  2/18に開催された城野遺跡公園を実現する会と文化企画課の懇談会の席上 西エリアの工事が

2/13より始まっている旨の懸念を伝えましたが、文化企画課による現地調査は行われませんでした。 

掘削の現場は報道によると、「遺跡広場」(市有地)境界から1.5メートル、2カ所で幅40～50㌢に渡

り周溝の一部が崩されました。弥生時代のままの状況が残されてこそ遺跡の価値があるのに、復旧

と称して現代の土砂が混じっては遺跡の価値が激減です。 

「実現する会」と「日本考古学協会」が北橋市長に抗議文を提出！ 
 会は市民の通報直後から文化企画課に現状を確認したり、今後の対応について問い合わせたりし

ましたが、遺跡損壊の現実を見過ごす事が出来ず、3/8に市役所の市長秘書室を訪ね、北橋市長宛

の抗議文と質問状(3/20回答期限)を手渡しました。また、日本考古学協会も 3/11に市長と担当局

あてに抗議文(3/29回答期限)を送付しました。 

市は開発業者に報告を求め原因を追及しようとしていますが、市の貴重な文化財である市有地

の杜撰な保護管理にも無重大な責任があります。北九州市と開発業者に猛省を促すとともに、市

の文化財行政のあり方を真剣に考え直す好機ともすべきです。 
 

※なお、市は開発業者の会社名をなぜか明言しませんが、会の役員らが現地で開発工事の責任者が大和ハウ
ス工業（株）の社員であることを確認しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報 号外 
２０１９年３月１５日 

↑広大な城野遺跡は、東エリア(写真向こう

側)は２０１８年１月に「ゆめマート城野店」建

築の造成工事で全滅、西エリア(写真手前)

は２０１９年２月に商業施設建築のための造

成工事が始まりほぼ全域が壊されました。 

↑上記写真の撮影場所近くから撮った

も２０１７年１２月までの城野遺跡全域。

足立山をのぞむ丘陵地にあります。 

＜市長に対する質問状の主な内容＞ 
■そもそも遺跡広場の広さが方形周溝墓の周溝から 1メートルしかないのは危険すぎ

では？もっと土地を取得すべきだったのでは？西エリア全域を取得すれば何ら心配

なく、遺跡公園として整備・活用できたのに…。 

■昨年 9月に市有地となった段階で、あるいは昨年 11月に隣接地に「開発予告標識

(工事予定期間 2/20～5/21)」が設置された段階で、貴重な文化財を厳重に保護管理

するためにロープを張るなど境界線を明示すべきだったのでは？ 

■「開発予告標識」のまま開発工事に着工していいのか。 

■「開発予告標識」が 2月 25日以降に「開発許可標識(工事期間 2/14～5/14)に建て

替えられたのはなぜか。市の建築都市局開発指導課はこの日から工事開始すること

を知っていたのか？文化企画課は知らなかったのか？ 

■掘削場所の白いラインはだれが引いたのか？市は立ち会わなかったか？市有地との

境界線を開発業者が勝手に引いて、勝手に工事することがあり得るのか？ 

■市は、開発業者に隣接する市有地には重要な文化財があること、工事着手前に市と

協議することをどこまで厳格に説明したのか？文書で申し入れしたのか？ 等  々

↑２０１９年１月までの西エリア。丘陵地

だったため掘り下げて作られた道路より

も高くなっていました。現在、右写真のよ

うに道路と同じ高さに削られています。 

↑２月２４日、「開発予告標識」のまま造成

工事が施工されていた。この数日後、「開

発許可標識」に建て替わっていたのはな

ぜでしょうか。 
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↑１．５メートルも掘削された「遺跡広場」(市有

地)の断面。文化企画課は方形周溝墓の損壊部

分は２カ所と発表したが、第一発見者の会員に

よると疑問があり、現在、質問しています。 

各社の新聞記事は裏面をご

覧ください。「実現する会」と

「日本考古学協会」の抗議文

も同封しています。 
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